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ムの各ア jレカリ金属カチオンを，わずか 2.5 分以内の短時間で分離する乙とが可能である。




第 5 章では，ベンゾー 1 5 ークラウンー 5 を有するポリ(クラウンエーテノレ)・シリカ型充填剤のキャラ








(1) シリカゲ、ノレ微粒子(平均径 1 0μm) 上に化学結合によってクラウンエーテルおよびポリ(クラウン
エーテノレ)を固定化する方法を開発し，アルカリおよびアルカリ土類金属イオンのイオンクロマトグ
ラフィーに適した充填剤を得る乙とに成功している。
(2) ポリ(クラウンエーテル)を固定化したシリカゲ、ノレを逆相系液体クロマトグラフィーの充填剤とし
て用い，イオン性の有機化合物の分離分析に応用する新しい方式を提案している。
(3) 種々の表面分析手段を駆使して，合成したポリ(クラウンエーテノレ) ・シリカ充填剤のキャラクタ
リゼーションを行ない，シリカゲ、Jレ表面の分析に成坊している。
以上の結果は，アルカリおよびアルカリ土類金属イオンならびに種々のイオン性有機化合物の分離分
析法に関して新しい基礎的知見を得たものであり，分析化学ならびに工業化学の発展に貢献すると乙ろ
が大きい。よって，本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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